
   
  

 

秋
思
の
詩
篇 

丞
相
年
を
度わ

た

っ
て 

幾
ば
く
か
楽
思
せ
る 

今
宵
物
に
触
れ
て 
自
然
に
悲
し
む 

声
寒
き
絡
緯 

風
の
吹
く
と
こ
ろ 

葉
の
落
つ
る
悟
桐 

雨
の
打
つ
時 

君
は
春
秋
に
富
み 

臣
は
漸
く
老
い
た
り 

恩
は
涯
岸
無
く
し
て 

報
ゆ
る
尚
遅
し 

知
ら
ず
此
れ
の
意 

何
が
安
慰
せ
ん 

酒
を
飲
み
琴
を
聞
き 

又
詩
を
詠
ず 

右
大
臣
を
拝
命
し
て
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、 

ど
れ
ほ
ど
の
楽
し
い
思
い
が
出
来
た
で
し
ょ
う
か
。 

(

忙
し
く
そ
ん
な
余
裕
は
無
か
っ
た
の
意) 

今
宵
は
秋
の
風
情
に
触
れ
、
物
悲
し
く
思
う
の
で
す 

風
が
吹
け
ば
コ
オ
ロ
ギ
が
寂
し
げ
な
声
で
鳴
き 

雨
が
降
れ
ば
青
桐
が
葉
を
散
ら
せ
ま
す 

帝
は
お
若
い
の
に
、
私
は
だ
ん
だ
ん
年
老
い
て
い
き
ま
す 

御
恩
は
限
り
な
い
で
す
が
、
そ
れ
に
お
応
え
す
る
に
は 

(

年
齢
的
に)

遅
い
の
で
す 

こ
の
気
持
を
ど
う
や
っ
て
慰
め
る
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

(

せ
め
て
白
居
易
の
よ
う
に) 

酒
を
飲
み
琴
を
聞
き
、
さ
ら
に
詩
を
詠
み
ま
し
ょ
う
。 

 

右
の
漢
詩
は
、
当
宮
の
ご
祭
神
で
あ
る
天
神
さ
ま
こ

と
菅
原
道
眞
公
が
、
昌
泰
三
年(

九
〇
〇)

の
九
月
十
日
に

詠
ま
れ
た
「
九
日
後
朝
同
賦
秋
思
応
制
」
と
い
う
詩
で
、

短
縮
し
て
「
秋
思(

し
ゅ
う
し)

」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

ご
自
身
の
老
い
と
、
秋
を
掛
け
て
、
物
悲
し
さ
を
謳

う
内
容
で
、
詩
韻
に
も
優
れ
た
名
作
と
い
わ
れ
、
そ
の

出
来
栄
え
に
感
動
さ
れ
た
醍
醐
天
皇
は
、
ご
自
身
の
御

衣
を
道
眞
公
に
お
授
け
に
な
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
詩
を
更
に
有
名
に
し
た
の
が
、
道
眞

公
が
翌
年
、
無
実
の
罪
で
九
州
大
宰
府
へ
と
左
遷
さ
れ

た
際
、
同
月
同
日
に
詠
ま
れ
た
「
去
年
の
今
夜
清
涼
殿

に
侍
す
秋
思
の
詩
篇
獨
断
腸
」
か
ら
始
ま
る
「
九
月
十

日
」
の
詩
で
、
こ
の
詩
で
詠
ま
れ
る
秋
思
の
詩
篇
と
い

う
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
漢
詩
の
こ
と
で
す
。 

道
眞
公
の
漢
詩
は
、
物
悲
し
さ
を
と
う
と
う
と
詠
っ

た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
を
悲
嘆
に
落
と
す
の
で

は
な
く
、
美
し
い
音
韻
で
結
び
、
幽
玄
の
芸
術
へ
と
昇

華
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
道
眞
公
の
無
常
観
的
な

哀
愁
を
見
つ
め
る
心
が
、
後
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の

一
つ
の
原
点
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
心
の
疲
弊
が
大
き
い
と
い
わ

れ
る
昨
今
、
こ
の
芸
術
の
秋
に
、
道
眞
公
に
倣
い
、
思

い
を
漢
詩
や
和
歌
、
俳
句
、
ま
た
短
歌
な
ど
の
詩
に
託

し
て
、
心
の
整
理
を
さ
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍 

御
旅
社
の
社
務
に
つ
い
て 

先
般
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
今
号
執
筆
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
、

感
染
者
数
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

今
の
と
こ
ろ
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
の
規
制
が

発
出
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
の
社

務
に
つ
き
ま
し
て
は
従
来
通
り
土
日
午
後
一
時
～
五
時

で
授
与
所
の
お
受
付
、
そ
れ
以
外
の
日
は
そ
の
時
々
と

さ
せ
て
頂
き
、
御
朱
印
も
御
朱
印
帳
へ
の
直
書
き
の
方
、

大
丈
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

も
し
今
後
の
状
況
に
よ
り
、
対
応
変
更
の
場
合
は
、

当
宮
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

御
本
社
東
面 

玉
垣
追
加
募
集
に
つ
い
て 

神
山
町
に
鎮
座
し
ま
す
当
宮
御
本
社
の
東
面
に
、
昨

年
、
嵯
峨
天
皇
行
幸
一
千
二
百
年
、
今
上
陛
下
御
即
位

記
念
と
し
て
、
玉
垣
を
建
立
し
ま
し
た
が
、
残
柱
分
に

つ
き
ま
し
て
ご
奉
納
の
追
加
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
本
殿
前
か
、
東
門(

裏
門)

掲
示
板
横

に
あ
り
ま
す
申
込
書
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。 

 

 

今 
月 

の 

暦 

【
御
旅
社
授
与
所(
茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

九
月
二
十
ニ
日(
木) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                     

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
        

筆
者 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ (

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
   

    

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 
 

喜 

多 

埜 
 

第
二
一
〇
号 

 

 
綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報  

 

【
祭
礼
】 

      

【
節
供
】 

  

【
節
気
】 

    

【
雑
節
】 

        

【
大
安
】 

  

【
祝
日
】 

  

【
朔
望
】 

   

【
旬
】 

 

 

北
野
祭 

遥
拝
式(

四
日) …

京
都
北
野
天
満
宮
例
祭
を
遥
拝 

嵯
峨
天
皇
御
降
誕
祭(

七
日)…

嵯
峨
天
皇
さ
ま
の
御
誕
生
当
日 

秋
季
皇
霊
祭(

廿
三
日)…

神
事
の
み
。
祖
先
崇
拝
。
豊
穣
祈
願 

  

重
陽
の
節
句(

九
日)…

五
節
句
の
一
つ
。
長
寿
祈
念
。 

   

白
露(

八
日)…

大
気
が
冷
え
始
め
、
降
り
た
露
が
白
く
光
る
頃 

秋
分(

廿
三
日)…

昼
夜
等
分
の
候
。
秋
風
が
訪
れ
る
頃 

   

秋
の
彼
岸(

九
月
廿
日
～
九
月
二
十
六
日) 

お
墓
参
り 

秋
の
社
日(

廿
二
日)…

産
土
神
を
詣
で
る
。
ボ
ケ
封
じ 

中
秋
の
名
月(

十
日)…

秋
の
お
月
見
。
菅
家
の
故
事
。 

   

九
月
五
日
、
十
一
日
、
十
七
日
、
廿
三
日
、
廿
八
日 

   

敬
老
の
日(

十
九
日) 

秋
分
の
日(

廿
三
日) 

    

上
弦(

四
日)

、
満
月(

十
日)

、
下
弦(

十
八
日)

、
朔
月(

廿
六
日)

 

 

[

野 

菜] 

秋
ナ
ス
、
蓮
根
、
日
本
南
瓜
、
里
芋
、
ず
い
き 

[

果 

物] 

柿
、
梨
、
葡
萄
、
ザ
ク
ロ 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
カ
レ
イ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
赤
貝 

[

そ
の
他] 

秋
の
七
草
、
秋
の
夜
長
、
ス
ズ
ム
シ 


